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1．はじめに

　　専門英語教育（;#�）とは，英語を社会活動
で使用できるようになるための言語教育である．
大学という短い教育期間内に大学卒業後，プロの
世界で活動できる基礎英語力を習得させるために
は，低学年から英語教育に専門性の高い内容を取
り入れて指導するべきであると考える．
　;#�において専門用語の指導は必須であり，医
療関係の分野でも専門用語学習の教科書や学習書
も多種出版されている．しかし，いまだに長く難
解な用語や表現を丸暗記する方法が多く用いられ
ているのが現状である．さらに，専門用語といっ
てもひとまとめに指導できるものではなく，少な
くとも三つの種類に分けて指導する必要がある
（野口 ����）．表 �に �種類の分類を示す．

表 �．�種類の専門用語

�
専門用語
��" ��"��
���!�

専門性の高い用語
例： �.����.�'�!��
　　（高脂血症）

�
半専門用語
��)>��" ��"��
���!�

専門の文脈で意味が
変化する用語
例：��)��
　　（出産⇔労働）

�
一般専門用語
���.�����’�
���!�

患者が用いる平易な
専門用語
例：)���'
.�������

　第 �の専門用語のグループは，専門性の高い用
語である．高校までに学習したものは少なく，ラ
テン語やギリシャ語から派生してきた用語で，長
く難解な印象を受けるものが多い．'��!������（皮
膚炎）や .������.��1����（卵管傍結合組織炎，耳
管傍結合組織炎）など，日本語でも聞く機会があ
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薬学生を対象とした専門用語の理解度調査：種類別対応の必要性
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まりない病名なども含まれる．
　第 �は，「半」専門用語 ��)>��" ��"��
���!�と呼
ばれるもので，一般的にも用いられるが，専門の
文脈の中では意味が変化する多義語のことであ
る．特に低学年の学生の場合，この知識がなく，
例えば，“'�����.
'��)����” を「糖尿病を発展させ
る」と訳しがちで，「糖尿病を発症する」と訳せ
ない学生が非常に多い．近年，半専門用語の研究
も増え，細かい分類などはまだ議論の余地がある
が（�����
��<<，
C�����
����），基本的な重要語句
が多いため専門用語の指導に含まなければならな
いと考える．
　第 �は，「一般」専門用語と呼ぶもので，患者
が用いる平易な専門用語のことである．これは，
すでに学習者が大学入学以前に覚えている可能性
も高く，知らない場合でも既存の知識で理解で
きる用語も少なくない．そして，"��'（風邪）や
�����1�（アレルギー）などは第 �グループに属す
る難解な専門用語を学習する前に覚えておかなけ
ればならない用語である．その他，専門用語と合
わせて覚えるべき一般専門用語も多い．鎮痛剤は
専門用語では，����1���"であるが，一般専門用語
では .���������である．利尿薬は，専門用語では
'������"であるが，一般専門用語では 3����
.���で
ある．在日外国人が増加してきたことや日本が医
療ツーリズムを推進していこうとする中で，医療
従事者として患者の言葉を理解することが求めら
れているにもかかわらずコミュニケーションの問
題は少なくない（スミス・大谷 ���<）．従って，
「一般」専門用語も専門語彙指導に含めていくべ
きである．
　以上，専門用語は少なくとも �種類に分けられ
ることを述べた．その指導方法としては，一般専
門用語と専門用語は，すでに定着しているような
基礎的な単語も含め，できるだけまとめて指導す
る方法が効率がよいと考える．例えば，使用頻度
の高い「胃・腹部（の）」を指す用語は，1�����"*


�)'�!��*
���!�" ，
)����*
��!!�と様々な言葉があ
る．これらの用語を覚え，さらに，どのような文
脈や言語使用域で使われるかを知る必要がある．
1�����"は ���!�" 
"��"��と置き換えて，より専門

用語として用いられることや，��!!�は幼児語
であることなどを学ばなければならない．このよ
うに薬学系の学生にとって専門用語の指導が必須
であるのは明らかである．専門用語の指導に関
する先行研究は数多くあるが（-���
D
�7)��1��


���=*
4��1*
F���1*
D
$�
���<*
:"(����1 
����），
実際にどのような種類やレベルの単語を薬学生対
象に教えるべきかという具体的な点は明らかに
なっていない．そこで，本研究では，パイロット
調査として専門用語に関して学生の知識がどの程
度あるか，また，未知の単語の意味を考える学習
作業がどのくらい確立できているのかを調査し
た．

2．調査方法

　本研究では，����年度後期に �つの私立大学
に在籍する薬学専攻 �・�年次生，�名を対象
に単語知識と学習作業に関する調査を実施した．
調査に用いた語は，表 �に示した一般専門単語
（グループ �），半専門用語（グループ �），専門用
語（グループ �）の �種類の単語，合計 �個で
ある．単語は文脈で意味を類推できるように文中
で提示した．例文は，飯田・望月（���）からラ
ンダムに抽出した（付録参照）．
表 �

グループ �
（一般専門用語）

)���'
.�������*
'� �'������*
'���
（�）*
����"����

グループ �
（半専門用語）

�� ����’�
 ����*
"��*
 ������1*
 ��)��*

������

グループ �
（専門用語）

"����!�������*
�������*
���"���>
"��'��1��!�*
��"�. ������*

1���)��''��*
���1��*
 ������"��!�

　調査協力者は，まず初めに例文中に含まれる
単語を辞書なしで意味を記入し（問 �），その後，
辞書を使って意味を調べて再度意味を記入した
（問 �）．調査協力者には，以下の通り，問 �の解
答時に意味が分からない場合は空欄のままでもよ
いこと，また，文を読んで意味が推測できれば，
思いついた訳を書いてもらうように指示した．さ
らに，それぞれの言葉の訳の記入だけではなく，
どのように回答したかについても �～ �の選択肢
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を選んでもらった．
問 �）次の英文を読んで，（-）～（�）までの語
句を日本語に訳してください．分からない場
合は空欄のままでもいいです．文を読んで意
味が推測できれば，思いついた訳を書いてく
ださい．答えの情報に必ずチェックを入れて
ください．

�．訳が全くわからない
�．文を読み意味を推測した
�．もともと訳を知っていた

　単語のグループ分けに関しての基準は，�C0>��

（������ 
C�������
0��.��の頻度上位 ��*���語）�，
アルクが作成した「標準語彙水準 #�F�����」�*


/-0;@<����という大学英語教育学会基本語改訂
委員会が編纂した学習語彙リストの �種類のリス
トを利用して，グループ �（一般専門用語），グ
ループ �（半専門用語）とグループ �（専門用語）
を分類した．
　グループ �と �に関しては，辞書で多義語とし
て掲載されているものをグループ �とするが，他
にも �� ����’�
����（水虫）のように日本人学習者
が既存の知識を使って「運動選手の足」と誤訳し
てしまいがちな単語もグループ �に分類する．

3．結果

　表 �，+，�に各グループ別の解答結果を示す．

表 �　グループ �の結果
　 （)���'）.������� ����"���� '� �'������ '����

問 �：不正解 < �+ ��� ���

問 �：推測で正解 �� � ++ ��

問 �：既知の単語で正解 �� + � ��

問 �：正解の合計 ��< =� �� ��

問 �：辞書使用で不正解 � + �� �

表 +　グループ �の結果
　 ����� "�� ��)�� 2����1 �� ����H�
����

問 �：不正解 ��� �+� ��< �� �

問 �：推測で正解 � �= < � �

問 �：既知の単語で正解 ��  � � �

問 �：正解の合計  �� < � �

問 �：辞書使用で不正解 �� +� <� <+ ��

表 �　グループ �の結果

　 �������
���"���>
"��'��
1��!�

"����!�>
������

1���>
)��''��

��"�>
. ������ ���1��  ����>

��"��!�

問 �：不正解 �� ��� ��+ �� �+ �� �

問 �：推測で正解 �+ �� �� � � � �

問 �：既知の単語で正解 ��� = �� � � � �

問 �：正解の合計 ��� + �� � � � �

問 �：辞書使用で不正解 � � � � � �� �

１　����
C�����が開発した．@�!
0�))が作成したホームページより利用可能である． ��.?EE333	��	�I�!	"�E��)��E����=�E��6�����E3�)J
�.	 �!�

２　染谷泰正氏のホームページより利用可能である． ��.?EE333	��!���>���	"�!E3�"E
３　/-0;@の学英語教育学会基本語改訂委員会が �C0をもとに日本の英語教育の現状を配慮して選定した <���語である．上記染谷

氏のホームページから利用可能である．
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　グループ �の一般専門用語であっても，問 �で
は調査協力者が知らないと解答したものの方が多
いが，グループ �，�と比較すると正答率は高く
なっている．グループ �，�では，正解した人数
が半数以上の単語で � ％未満（�～ <名）であ
るのに対し，グループ �では ��～��％（��～��<

名）である．そして，+つの単語全て，文脈であ
る程度意味を類推することはできていたことが特
徴である．)���'
.�������は，既知の単語として正
解率が最も高く，推測して不正解でも「抑圧・抑
圧する」など，正解に近い誤訳であった．最も正
解率が悪かったのは，'���（�）（文 �）であった．
推測しても不正解が多かったが，'��1という単語
が共起していたため，「服用する」，「効果」，「副
作用」など，薬に関する言葉で訳されていた．
　グループ �に関しては，既知の単語であっても
基本的な意味とずれのある単語（��)��
陣痛：文
��）などは，文脈でも類推できず，さらに辞書
を使っても約半数が誤訳をする解答が多かった．
��)��の誤訳は，「労働，仕事」などの基本的な
意味の他に，��)�������「研究室」や �����「肝臓」
など，意味だけではなく，単語自体を誤って認識
しているのも目立った．さらに，辞書を使った
誤訳の中で，「労働，仕事」と訳する者が約 +�％
（名）もいた．残りは，「苦労・苦心」（<％：
�+名）や分娩室（�％：�名）である．それに対
して，�� ����’�
����は，辞書で調べられれば「水
虫」という意味が出てくるので，初めは全員不正
解であったが，辞書使用後は正解率が <<％と高
かった．
　一方，グループ �の単語は，問 �で多くの学生
が「全く分からない」と空欄で解答したが，辞
書を使った問 �では，ほぼ正確に解答できてい
た．唯一 �������は，日本語でもインスリンとカ
タカナ表記されていて，日本人には馴染みのある
言葉であるからか，正解率が辞書なしの問 �で
も ��％と非常に高かった．その他の単語は，問
�では正答率は �～�<％と低かった．問 �では，
���1��が ��％の正答率でやや低く，他の単語の
正答率は �<％以上だった．前者の ���1��は辞書
をつかっても ��名の調査協力者が誤った訳を書

いた．「ポリープ」や「細菌・病理菌」など，通
常辞書には掲載されていない解答も含まれていた
が，どのような作業手順でこのような訳を選んだ
かは不明である．

4．考察

　以上の結果から，専門用語は，少なくとも三つ
の種類に分けて指導する必要があることが確認さ
れた．グループ �の専門用語は，高校までには学
習していないものが大半であるため，指導が必要
である．このグループの用語の指導において接
頭辞・接尾辞（以下，両者を合わせて接辞 -�26

とする）は，非常に有効であると考えられる．
C�1�" �（����）では，教科書の一部の内容とし
て -�26を指導し，授業終了直後とその �年後に
ポストテストを実施して，単語の構成から指導す
ることの有効性を確認している．-�26を使って
指導すれば，学習者の負担は軽くなり，-�26の
レベルで意味を覚えていけば，未知のものでも，
-�26の組み合わせで意味を類推することができ
るようになる．例えば， �!�1��)��，
 �!�. ����，

 �!��� �1� などの用語は共通の -�26 である
 �!�>で構成されてことが分かれば，別の関連用
語の学習にも生かせられるのである．
　グループ �と �に関しても，ともに指導が必要
であることが，結果から示唆された．一般専門用
語にも未習の用語がかなりあると考えられるの
で，既知の単語の復習も兼ねて，導入していけば
よいだろう．そして，半専門用語は，多義語とし
て習得させることが大切であることが確認でき
た．また，学生は辞書に載っている上の方の訳を
選んでしまう傾向があるようであり，辞書の適切
な使い方を習得していないと思われる．辞書の使
い方を含め，文脈にあった訳を考える指導の重要
性も明らかになった．
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飯田恭子・望月郁子（���）『知っておきたい医
療英単語』医学書院

スミス山下朋子・大谷晋也（���<）「聞き取り調
査からみる外国人の保健・医療機関利用の実
態：外国人教員と留学生の場合」多文化共同実
践研究全国フォーラム（第 �回）多文化社会の
課題解決に向けて
協働実践研究活動の成果・
課題・展望
抄録 .�<

野口ジュディー（����）「;#�の語彙指導 �＋�

の問題点と解決法」『英語教育』第 �巻 ��号
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付録

問 �）次の英文を読んで，（-）～（�）までの語句
を日本語に訳してください．

　　分からない場合は空欄のままでもいいです．
文を読んで意味が推測できれば，思いついた訳
を書いてください．解答の情報に必ずチェック
を入れてください．
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